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論　　文　　の　　要　　旨

　変型原子核中の単一核子運動による低エネルギー準位構造の遇去の研究の進展において，対相関を

考慮した二一ルソソ模型が成功を修めたかの様に思われているが，実際の変型核では単二粒子間で，

又単一粒子と集団運動モードとの間で相互作用する結果，エネノレギースペクトノレが複雑になっている。

従って実際の単一粒子の運動は上記運動の影響を受けてしまい純粋では無い事が予想できるので，実

際の実験では検出できる単一粒子運動は二一ルソソ模型の運動と比較して，どの程度純粋なのかを検

証する事は，この単一粒子運動の理解だけでなく，これ等の重ね合わせである集団運動モードを理解

するのに重要になって来ている。

　単一粒子模型が成立すると思われて来た代表的な変型奇数核であるタソタルのアイソトーブ，一73，

1τ5，π，18二Ta，の過去のデータにおいて，1τ3Taにおいてのみ，単一粒子の運動の準位構造に異常がある

事が一般的に知られていた。一粒子運動の重要性を考え，著者は一τ3Ta中の単一粒子運動に実際に異常

があるか否か，又，状態のアサイソメソト（状態指定）においてデーターに誤りがあるか否かを調べ

る為に，以下の詳細な実験を行った。

（1）　イソビームガソマ線分光

　筑波大学タソデム加速器を用いて，欄Ho（12C，4n）mTa反応のガソマ線の分光を行い，この反応の励

起函数，励起準位構造，準位の寿命の測定を行った。著者は実験値と模型の理論値を比較する為にそ

れ等の比である遅延因子Fを用いて解析した結果，従来IKπ〔N　nz　A〕＝5／2　1／2■〔541〕

二一ルソソ単一粒子準位であると考えられていた状態の半減期が106倍も短かい事を決定した。この

事は，この状態のアサイメソトに誤りがある事を明確に示すばかりで無く，近隣の状態のアサイメソ
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トにも重大な疑義がある事を示した。

（2）　オフビームガソマ線分光

　さらに詳しく，173Taの準位構造を決定する為に，＝59Tb（19F，xn）m，m，1了4W反応によって親核の

一73Wを作りそのぺ一タ崩壊，mW→i73Ta，を利用して，娘核のi73T＆からのガソマ線の分光を行った。

　親核の寿命が数分である事が予想されたので，この測定を能率よく行う為に著者は，「簡易掩集

テープシステム」を開発自作1した。これはビームで生成され反跳された短寿命の親核をテープ上に掩

集し，加速ピームの照射，掩集テープの送り出し，波高分析器のルーター機能等の制御を全てパソコ

ソで行う自動計測系であり，実験に不可欠であった。

　この反応の励起函数，ガソマ線の強度，エネルギー，カスケード関係，半減期の決定が行われ，

173Wから173Taへの崩壌図式が始めて完成された。

　結果として

　け）実測したべ一タ線転移とガソマ線転移の転移確率を二一ルソソ模型の理論値と比較して，

’73Taに合計5個の二一ルソソ準位，9／2，9／2一〔514〕，7／2，7／2＋〔404〕，7／2，7／

2…〔523〕，5／2，5／2＋〔402〕，5／2，1／2■〔54！〕を，又I了3Wの底状態が5／2，5／

2’〔512〕準位である事を確定できた。

　（口）実験のこれ等の一粒子準位を二一ルソソ模型と比較した時，どの程度純粋であるかは，実測さ

れたガソマ線転移とべ一タ線転移の遅延因子より判定された。

　9／2，9／2■〔5ユ4〕から7／2，7／2寺〔404〕へのMIガソマ線転移ではF＝0．2

　7／2，7／2＋〔404〕から5／2一，5／2斗〔402〕へのM亙ガソマ線転移ではF≦3．7

　5／2，5／2＋〔512〕から7／2，7／2■〔523〕への許容データ線転移ではF＝1．5

となり，どの値も1．0近辺であったので，純粋性は非常に高い事が確定された。

　（イ）と（口）により結論して著老は，以前に知られていた1τ3Ta中の単一粒子運動の異常は，準位図式の系

統的誤りから生じたのであり，今回確立した図式によると，173Taにおいて，実際の単一粒子の運動は

二一ルソン模型によって良く記述され得る事を得た。

審　　査　　の　　要　　旨

　この仕事に関する着想，実行，得られたデータの解析の各段階で著者の行った綴密な作業は，r簡易

掩集テープシステム」の自作で示された高い技術的能力に裏打ちされて，第一線の水準にある事を示

している。

　I73Ta核における一粒子運動についての長い聞の疑問が，旧データ中におげる一粒子準位のアサイメ

ソトの系統的な誤りに起因している事を指摘し，この問題を解決できた事，同様に，173Taにおいて観

測された実際の単一粒子の運動は非常に純粋である事，又，以前172Wから173Taへの崩壊図式とされて

いた物が実はI了3Taの図式である事を疑義なく説得力をもって説明している。

　最後に特に印象に残る事は，上記2つの旧データの重大な誤りを著老が訂正出来たのはべ一タ崩壊
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を利用した測定を別途に採用したためであり，この方法の有用性をアピールするとともに，イソピー

ムガソマ線分光法のみによる低エネノレギー核構造研究はややもすると誤りやすい事を指摘し警鐘をな

らしている事である。

　よって，薯者は理学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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